
５歳までのしつけや環境が、人生をきめる 

お子さまのご入園・ご進級おめでとうござ

います。これから始まる新しい生活は、新入

園児はもちろんのこと進級児にとっても、し

ばらくは緊張の毎日になるものと思われます。

園では玩具や絵本だけでなく興味を引くコ－

ナ－を用意して、一日も早く元気に登園して

くれるようにしてまいります。 

さて、当法人の名前の「みみょう」は、仏

説阿弥陀経というお経の中の「微妙
みみょう

香
こう

潔
けつ

」か

ら引用したものです。阿弥陀経は極楽を説明

したもので、その一説に、池の中には大きな

車輪のような蓮の花が咲いている。青いのも

あれば、黄色や赤、白いのもある。それらが

一斉に咲く様子は何とも言えないほど（微

妙）得も言われぬ芳しい香りがあり清らか

（香潔）であるとあります。園名には、一人

ひとり持って生まれた個性を伸ばしてあげた

いという願いが込められています。 

新学期なので、少し難しいお話をします。 

表題の「５歳までのしつけや環境が人生を決

める」は、ノ－ベル賞を受賞した経済学者 

ジｴ－ムズ・ヘックマン教授の言葉です。 

 ５歳までのしつけと、子どもが自分のやり

たいことを、粘り強く納得するまで遊びこむ

ことで身につける、非認知能力と言われる目

には見えない質の高い能力を伸ばすあそびが

できるか否かで、人生の過ごし方が変わると

いうものです。 

 非認知能力は３項目に分けられますが、①

目標への達成意欲…忍耐力や自己制御、目標

への情熱。②他者との協働性…社交性、相手

への敬意、思いやり。③情動の制御…自尊心、

楽観主義、自分に対する自信。これらは大人

になってからも必要な力ですが、０歳から５

歳までに、「主体的、対話的な深いあそび」

と言って、自分の思いを周りの仲間や先生と

一緒になって、考えたり工夫しながら納得す

るまで遊ぶと、乳幼児期は身体全体で遊ぶと 

 

 

 

いう特性があり、この三つの力が同時に発達

するので、乳幼児期に質の高いあそびをする

ことの大切さが、現在世界中で注目されてい

るところです。 

 もう少し質の高いあそびについてお話をし

ますと、知的発達を促す非認知能力は、誕生

後しっかり可愛がられ、励まされながら自分

に対する自信を持つ自己肯定感が基礎になり

ます。赤ちゃんの時からしっかりと愛情をそ

そいでもらい、普通の愛情で満足できるよう

になることが原点ですが、これは将来の優し

さや思いやりにもつながります。可愛がられ

ることで大人に対する安心感と信頼感を持っ

た子は、赤ちゃんのときから大人が好きにな

り、大人が用意したいろいろな環境に興味や

好奇心を持つようになります。１歳から２歳

にかけて行動が広がり、保育者への信頼関係

が深まると、３歳からはコ－ナ－遊びなどで

友だちと遊ぶことや工夫することが好きにな

り、あそびを通して集中力をつけたり、集団

生活のマナ－や保育者の設定した集団での一

斉活動(学校教育)ができるようになります。 

 みみょうの保育・教育は、非認知能力を刺

激してあそびを深めながら、同時に自分のこ

とは自分で決める主体性を伸ばすことにあり

ます。一人ひとり個性も違えば考え方も違い

ます。最初からみんな一緒にではなく、これ

からは時間がかかっても子どもたちとの対話

を大切に、何をしたいかを話し合いながら、

みんなの気持ちを高まるのを待つ保育や教育

が求められるものと思います。 

ご家庭でもお子さんの話をしっかり聞いて

あげ、うなずき、はげまし、自分の存在に自

信が持てるようにしてあげて下さい。 

コロナ感染症は今年も身近に潜んでいるも

のと思われます。引き続き感染防止に気を付

けながら、楽しい保育に努めてまいります。 

本年もよろしくお願いいたします。                    

理事長  



 

 

 

 

     

 

 

  

 

 

   

            

 

 

 

  

  

 

  

４月 ８日(金) 

 １６日(土） 

５月１４日(土) 

 

 

 

６月１１日(土) 

  １２日(日) 

７月 ７日(木) 

７月２９日(金)～ 

３０日(土） 

８月下旬 

９月１０日(土) 

  ２０日(火)（予定） 

１０月  未定 

１５日(土) 

 

１１月 未定 

７日(月)  

１９日(土) 

１２月３日(土) 

８日(木) 

１６日(金) 

  ２２日(木) 

２月 ３日(金) 

 １５日(水) 

３月 ３日(金) 

  ２５日(土)  

     未定 

花まつり 

親子遠足（３・４・５歳児） 

★保育参観  

★ひまわり会総会（調整中） 

★保護者親睦会（調整中） 

◎小学校新一年生交流会 

★☆◎運動会 

   運動会雨天予備日 

七夕まつり 

一泊保育(５歳児) 

 

★☆◎東雲夏まつり（検討中） 

★保育参観・講演会 

◎みみょう敬老会 

いもほり（５歳児） 

★☆◎東雲みみょう 

フェスティバル 

人形劇観劇 

七五三パーティー 

★お楽しみ会ミニ発表会（３歳児） 

★生活発表会(４・５歳児) 

成道会 

クリスマス会 

☆餅つき 

豆まき 

☆ひなまつりお茶会(５歳児) 

ひなまつり誕生会 

★卒園式(５歳児) 

令和５年度新入園説明会 

 

入り口の開閉は必ず保護者の皆様で！ 

令和４年度 年間行事予定 

令和４年度４月の園だより  

第二みみょうこども園 

広島市南消防署 

消さないで あなたの心の 注意の火 

ご入園・ご進級、おめでとうございます。 

 新しいお部屋、新しいお友だち、子どもたちは

期待でいっぱいです。保護者の方々にとってはご

不安もあるかとは思いますが、子どもたちが早く

園生活を楽しめるように配慮してまいります。 

今年も一人ひとりの個性を大切に、楽しい保育

の中で、保護者の皆様と子どもたちの成長の喜び

を分かち合っていきたいと思います。 

 

 

 送り迎えの際は、必ず保護者の方が門扉や自動ドア

の開閉をしてください。また出入りの際、子どもが大人

の脇をぬけて出ることがあります。出入りされる場合

も声をかけあってご確認ください。保育園の前は交通

量が多く危険です。 

また、駐車場をご利用の方は台数に限りがあるため、

短時間（10 分以内）の送迎にご協力ください。その他、

置き引きに注意するとともに、アイドリングストップ

にもご協力ください。 

なお、朝のお忙しい時間帯ですが、感染防止のため、

登降園時の手指消毒、園内での検温など引き続きご協

力お願いします。 

 子どもたちが自動ドアのスイッチをジャンプし

て開ける姿をみかけます。ガラスにぶつかってけ

がをしたり、故障につながりますので、必ず大人が

開閉してください。子どもたちの安全をみんなで

守っていきましょう。 

【保護者のみなさまにお願い】 

毎月の行事  誕生会・避難訓練・身体測定 

★印は保護者参加行事 ☆印は祖父母参加行事 

◎印は地域参加行事 

※今年度も新型コロナウイルス感染予防のため、行事の日程・内

容・参加者について変更又は中止になることもあります。みみょ

うには感染者がいないことを前提に、子どもの育ちを行事を通し

て保護者のみなさんと喜びたいと思っております。ご理解・ご協

力、感染対策など引き続き、よろしくお願いします。 

 

輪っかも必ず 

お願いします 

お子さまのご入園、ご進級おめでとうございま

す。 

新たにスタートする生活に、子どもたちも保護者

の皆様も期待と不安が入り混じっていらっしゃるこ

とと思います。また、最初のうち子どもたちは環境

の変化に不安になり、涙することもあるかと思いま

すが、少しでも早く「ぼくは、わたしは、ここにいた

いんだ」と思ってもらえるよう、たくさんの笑顔が見

られるよう、楽しい保育に努めてまいります。 

申し遅れました。この度、令和 4年 4月 1日よ

り「第二みみょうこども園 園長」を拝命しました

“久保徹平”と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

少し自己紹介を・・・これまで他法人の児童福

祉施設および保育園に勤務し、０歳児から高校生

までたくさんの子どもたちと関わってきました。そし

て、今から5年前、松尾竜前園長（現みみょう保育

園園長兼本部事務局付）に「共に保育を高めて

いこう」と声をかけていいただき、みみょうグループ

の一員として勤務することとなりました。主に本部

事務局に配属となり「日出みみょう幼児園の開

園」「みみょう児童クラブしののめの開設」「小屋

浦みみょう保育園の災害復興」「すいこう認定こど

も園の建て替え」など様々なことに携わらせていた

だき、当初は環境の大きな変化に戸惑いが多々あ

りましたが、たくさんの職員の皆さんとの関わりや、

温かい声かけ、配慮があったことで、この５年間は

本当にあっというまでした。 

今は、新たな役目に多くのプレッシャーを感じる

一方で、子どもたちと直接関われる機会が増える

ことに期待と喜びを感じています。 

さて、みみょうグループの保育理念「感謝と思い

やりのある自主的な行動のとれる子に」について

改めて考えてみたいと思います。この保育理念の

前半「感謝と思いやりのある」には子どもたちに自

分の命も相手の命も大切に、そして、多くの恩恵に

感謝の念を持ち、相手を思いやる気持ちが育って

ほしいということが書かれており、また、短い一文

の中には子どもの存在だけではなく、子どもたち

の周りを取り囲む人たちの存在があります。“感

謝”はたくさんの人から大切にされることから育ま 

 

れるものであり、“思いやり”は相手目線にたち

ながら人の心情を慮り、それに基づいた表現

（言動ややさしさ）です。 

いわば、感謝と思いやりが育まれるには、人と

の関係性なくして築かれないものです。 松尾 

龍一理事長、松尾 竜前園長が、たびたび「子ど

もは群れの中で育つ」と保護者や保育者に伝え

ていますが、そこには保育理念にある「感謝と思

いやり」が育まれていくうえにおいて、群れ（人と

人との繋がり）がとても大切であるということを

表しているのだと思います。 

また、後半の「自主的な行動のとれる子に」に

は、子どもたち一人ひとりが自分の考えや思い

をしっかり持ち、工夫しながら粘り強く遊びこむ

中で非認知能力の幅をひろげ、これを自信につ

なげ、さらに、「何事も自分のこととして積極的に

取り組む」意欲まで高めてほしいという願いがあ

ります。 

このように、保育理念「感謝と思いやりのある

自主的な行動のとれる子に」にはたくさんの思

いが込められており、それを叶うべく保育者は子

どもたちが“何かがしたくなるよう”心くすぐる

（ワクワクする）しかけを作り、環境を整える必要

があります。子どもたちは、たくさんの経験の中

で失敗や成功を繰り返すことで、成長していきま

す。しかし、「失敗しても大丈夫」と思える支え（フ

ォロー）がなければ、意欲を高め、自主的な行動

をとる前に挫けてしまうことにもなり兼ねません。 

これからも、全職員が一丸となり、「感謝と思

いやりのある自主的な行動をとれる子に」育つ

よう、「安心して失敗できる環境」をつくり、子ど

もたち一人ひとりの子ども理解を深めていきた

いと思います。そのためには保護者の皆さまのご

協力は欠かせないものです。 

子どもたちのそれぞれの“今”を大切にしなが

ら、共育てよろしくお願いいたします。 

                 

保育理念「感謝と思いやりのある自主的な行動のとれる子に」から思うこと 

 

第二みみょうこども園 

園 長  


